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 「豊かさ共創会議」への提言  

 － 「山梨キャリアアップ・ユニバーシティ構想」の推進を －  

 

２０２２年５月１２日 

 

多摩大学大学院 名誉教授 

田坂塾 塾長 

世界経済フォーラム（ダボス会議） 

元Global Agenda Councilメンバー 

元内閣官房参与 

田坂広志 

 

 

 この「豊かさ共創会議」は  

 何をめざすのか  

 

岸田政権の掲げる「新しい資本主義」 

 

注目すべき「令和版・所得倍増政策」 

 

「富の再配分」による労働者の所得向上 

という政策の限界 

 

「労働者の能力向上」と「労働の高付加価値化」による 

「企業の収益向上」を抜きにしての 

所得向上はできない 

 

真に求められているのは 

 「教育立国」と「教育立県」  

 

そのことを通じてのみ実現できる 

「豊かな国」と「豊かな県」 



 2 

 

 

 では、いかにして  

 「教育立県」をめざすのか  

 

この問題は 

「文科省の教育政策」の次元だけでは 

解決できない 

 

 五つの理由  

 

第一 「人生１００年時代」の始まり 

第二 「小中高大学までの教育」の限界 

第三 「社会人教育・生涯教育」の重要性 

第四 「文献知と論理の教育」の限界 

第五 「体験知と感性の教育」の重要性 

 

求められる 

 「七つのステークホルダー・産官学労社広民」の  

 連携と協働  

 

第一 「産」（産業と企業） 

第二 「官」（政府と自治体） 

第三 「学」（大学・学校と学生・生徒） 

第四 「労」（労組と労働者） 

第五 「社」（ＮＰＯや社会起業家） 

第六 「広」（メディア） 

第七 「民」（国民・県民） 

 

これらの「七つのステークホルダー」が 

ばらばらに活動しているかぎり 

「真の豊かさ」は生まれてこない 
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これらの「七つのステークホルダー」の活動が 

「有機的な相乗効果」（シナジー）を生み出したとき 

その地域に「真の豊かさ」が生まれてくる 

 

 

 では、そもそも  

 「真の豊かさ」とは何か  

 

世界経済フォーラム（ダボス会議）のメンバーとしての出版 

 

参考書籍 

 『目に見えない資本主義』  

（日本語版：東洋経済新報社／英語版：米国ＪＰ社） 

 

 

現代の経済学が「豊かさ」の唯一の指標にしている 

 「貨幣経済」と「金融資本」  

 

現代の経済学が見落としている 

 「目に見えない経済」と「目に見えない資本」  

 

「真の豊かさ」とは 

「貨幣経済」と「金融資本」だけでなく 

「目に見えない経済」と「目に見えない資本」 

をも考慮した「豊かさ」 
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 では、「目に見えない経済」とは何か  

 

「目に見える経済」とは 

 貨幣経済」（マネタリー経済）  

「貨幣の獲得」を目的として人々が行う経済活動 

（「貨幣」という客観指標で測ることができる） 

 

「目に見えない経済」とは 

 「贈与経済」（ボランタリー経済）  

「精神の満足」を目的として人々が行う経済活動 

（善意や好意で相手に価値あるものを贈与する） 

 

 経済原理の歴史  

 

「経済学」ではなく「文化人類学」の視点 

「贈与経済」から「交換経済」へ 

「交換経済」から「貨幣経済」へ 

 

「贈与経済」（ボランタリー経済）とは 

人類最古の経済原理 

人類の歴史を通じて一貫して社会を支えてきた 

経済原理 

 

事 例 

家事、育児、家庭内教育、老人介護 

地域教育、地域清掃、地域保安 

 

参考書籍 

 『富の未来』  

アルビン・トフラー著 
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しかし、この「ボランタリー経済」が 

ネット革命の結果 

いま、その影響力をさらに強め、グローバルに拡大している 

 

事 例 

アマゾン、グールグル、リナックス 

 

いま、最先端のビジネスは 

この「ボランタリー経済」を抜きにして 

考えられなくなっている 

 

 

 では、「目に見えない資本」とは何か  

 

数十年前から語られている 

 知識資本主義  

（ダニエル・ベル、アルビン・トフラー、ピーター・ドラッカーなど） 

 

その「知識資本」を考慮に入れていない 

多くの経営者 

「知識資本」とは「知的所有権」のことと 

誤解をしている経営者 

 

「目に見えない資本」とは 

 五つの「高度知識資本」  

 

第一 知識資本 

第二 関係資本 

第三 信頼資本 

第四 評判資本 

第五 文化資本 
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 なぜ、シリコンバレーでは  

 様々な新事業が生まれるのか  

 

全国の自治体が抱く 

「シリコンバレー願望」 

 

シリコンバレーには 

上記の「目に見えない五つの資本」が 

豊かに蓄積している 

 

特に、「ボランタリー経済」が動くとき 

この「高度知識資本」が流通する 

 

ＧＤＰで地域の「豊かさ」を測ることの 

限界 

 

 

 では、そもそも  

 「真の共創」とは何か  

 

実は、「共創」とは 

単に「共」に「創」ることではない 

共同して「創発の場」を創ること 

 

「創発の場」とは 

自然に新たな活動や事業が生まれてくる 

「生命的な場」のこと 

 

シリコンバレーは、まさに 

その「創発の場」 
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事 例 

 日本総合研究所の「創発戦略センター」  

２０の「異業種コンソーシアム」 

１０年間に延べ７０２社と様々な新事業を生み出した「創発戦略」 

 

参考書籍 

 『これから市場戦略はどう変わるのか』  

（ダイヤモンド社） 

 

 

 

 では、これから  

 「労働市場」に何が起こるのか  

 

現在のコロナ危機が収束に向かうと 

何が起こるのか 

 

いま、描くべき 

「ポストコロナ社会」のビジョン 

 

山梨県の「自然首都圏構想研究会」で提案した 

 デュアル・モード社会  

「安全モード」と「経済モード」を 

速やかに切り替えることのできる社会システム 

（別添資料「山梨を『自然首都圏』に」を参照） 
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コロナ危機が加速する 

 第四次産業革命  

 

参考書籍 

 『第四次産業革命』  

世界経済フォーラム会長 クラウス・シュワブ著 

（日本経済新聞出版社） 

 

 

社会に広がる 

 Contactless Technology  

オンライン技術、リモート技術 

ドローン技術、自動運転技術 

ロボティクス、ＶＲ、ＡＩ 

総じてＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション） 

 

その結果、生じる 

 二つの深刻な失業問題  

 

（１）機械化による「肉体労働者」の失業 

（２）ＡＩ化による「知識労働者」の失業 

 

ますます求められる 

労働者の再教育と高付加価値化 
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肉体労働者 

「単純定型労働」から 

「高度技能労働」へ 

 

知識労働者 

「文献知と論理思考」による労働から 

「体験知と直観判断」による労働へ 

 

今後、社会全体で深刻な問題になるのが 

 大量のＡＩ失業  

 

事 例 

東京の税理士会 

１０年以内に「士業」は 

仕事の半分がＡＩに代替されるとの 

危機感 

 

 

 では、ＡＩによって置き換わらない  

 「高度な知識労働」とは何か  

 

世界経済フォーラム（ダボス会議） 

Global Agenda Councilでの議論 

「第四次産業革命」 

 

 ＡＩによって置き換えることが難しい  

 三つの能力  

 

第一 ホスピタリティ 

第二 マネジメント 

第三 クリエイティビティ 
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参考書籍 

 『能力を磨く』  

（日本実業出版社） 

 

 

 

 では、山梨県は  

 どのような「教育立県＝人材育成」の戦略を採るのか  

 

なぜ「政策」ではなく 

「戦略」という言葉を使うのか 

 

参考書籍 

 『まず、戦略思考を変えよ』  

（ダイヤモンド社） 

 

 

人口と税収が少ない県に求められる 

 三つの戦略思考  
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 第一の戦略思考  

「戦略」と書いて 

 「戦」（たたかい）を「略」（はぶく） と読む 

 

できるだけ「無駄な活動」をせず 

すべての活動に 

「有機的な相乗効果」（シナジー）を生み出していく 

 

「トータル・ビジョン」に基づく 

個別の「政策」の統合（相互連携と相乗効果）の重要性 

 

 第二の戦略思考  

「その先を読め、そこから戦略思考が始まる」 

「その先に橋頭保を築け、そこから戦略行動が始まる」 

 

時代の変化の先を読み 

他に先駆けて、いち早く手を打つ 

事例：「やまなしグリーン・ゾーン構想」 

 

特に、これから深く読むべきは 

「第四次産業革命」と「ＡＩ革命」のもたらす変化 

「ボランタリー経済」と「高度知識資本主義」のもたらす変化 

 

 第三の戦略思考  

「新たな事業を生み出すのではない」 

「新たな事業が生まれてくる『場』を創れ」 

 

事 例 

「創発の場」を生み出した 

日本総合研究所の「産業創発フォーラム」と 

「産業創発コンソーシアム」の戦略 
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 では、県内の人材が  

 これからの時代が求める能力を修得し  

 高付加価値の労働力を身につけるために  

 どのような仕組みを創るべきか  

 

 解決すべき「七つの問題」  

 

第一 人材が、これからどのような能力を身につけていけば良いかを理解していない 

第二 もし理解しても、どこで、その能力を身につけられるかが分からない 

第三 一方、適切な能力開発を支援する教育機関が、県内に存在しない 

第四 その教育機関が存在しても、円滑な支援の仕組みが存在しない 

第五 その能力開発が教育機関だけでは提供できず、産業界との連携が求められる 

第六 能力開発についての行政からの経済的支援の仕組みが分かりにくい 

第七 人材が、能力開発を行おうとの意欲を高める方策が不十分 

 

 問題解決のための「五つの戦略」  

 

第一 能力開発の場を「一元化」し、キャリアアップ指導を提供する 

第二 能力開発の「経済的・社会的インセンティブ」を提供する 

第三 能力開発の教育サービスを「産学連携」で提供する 

第四 能力開発の教育サービスを「県外組織」からも導入する 

第五 能力開発の「成功事例」を広報し「全県的運動」にする 

 

 

 では、この「五つの戦略」を実行するために  

 まず、何を行うか  

 

 戦略実行に向けての  

 「三つのステップ」  
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 第一のステップ  

 

この「豊かさ共創会議」を中核として 

県下の「産官学労社広民」が集まる 

 豊かさ共創フォーラム  

を設立する 

 

 第二のステップ  

 

この「豊かさ共創フォーラム」の中に 

県下の様々な教育機関と研修機関が集まる 

ネットワーク組織 

 「山梨キャリアアップ・ユニバーシティ」（仮称）  

を設置する 

 

 第三のステップ  

 

この「山梨キャリアアップ・ユニバーシティ」を 

中核として、上記の 

 五つの戦略  

を実行する 

 

 

 では、この「五つの戦略」は  

 具体的に何を行うか  

 

 第一の戦略  

 能力開発の場を「一元化」し、キャリアアップ指導を提供する  

 

「一元化」とは 

「三つのワン・サービス」を実行すること 
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 ワンストップ・サービス  

一つの窓口に来るだけで、すべての手続きができる 

 

 ワンテーブル・サービス  

一つのサイトに来るだけで、様々な教育・研修サービスが一覧比較できる 

 

 ワンツーワン・サービス  

人材が、一対一で能力開発のアドバイスが受けられる 

この「ワンツーワン」のサービスを提供するための 

「キャリアアップ・アドバイザー」を配置する 

 

 第二の戦略  

 能力開発の「経済的・社会的インセンティブ」を提供する  

 

県が提供している様々な「人材育成支援制度」によって 

経済的に支援するとともに 

「山梨キャリアアップ・ユニバーシティ」の知名度と社会的信頼を高め 

研修終了者に、県からの「卒業資格」を授与し 

社会的な支援とする 

 

 第三の戦略  

 能力開発の教育サービスを「産学連携」で提供する  

 

このユニバーシティが提供する教育・研修サービスを 

教育機関や研修機関のものに限定せず 

様々な企業の現場での 

「インターンシップ」や「社員派遣研修」などもカリキュラムとし 

「産学連携」で教育・研修サービスを提供する 

 

なお、このことは、視点を変えれば 

県内での「異業種交流」や「異業種連携」にも繋がっていき 

「新たな事業や産業の育成」にも繋がっていく 
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 第四の戦略  

 能力開発の教育サービスを「県外組織」からも導入する  

 

これは、もとより 

県内の「教育・研修資源」の不足を補う戦略でもある 

 

そのためには 

「県外組織」から講師を招聘するだけでなく 

人材が県外で学ぶことができる 

 県外留学制度  

なども設け、活用していく 

 

この戦略は、同時に 

他自治体との連携を進めることを通じて 

この「キャリアアップ・ユニバーシティ」を 

全国に先駆けた取り組みとしてアピールする戦略でもある 

 

従って、将来は 

他自治体と連携し 

 「キャリアアップ・ユニバーシティ・アライアンス」（仮称）  

を結成していくことも考える 

 

事 例 

浜松市との「共同スタートアップ研修」や 

静岡県との「共同創業支援施設」など 

 

 第五の戦略  

 能力開発の「成功事例」を広報し「全県的運動」にする  

 

このユニバーシティで学び、能力開発を行った人材の 

「成功事例」を 
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地方テレビや地方新聞などのメディアの協力を得て 

「山梨キャリアアップ新時代」 

などの特集番組や特集記事を通じて 

多くの県民に紹介し、 

能力開発とキャリアアップを 

「全県的運動」にしていく 

 

 

 では、この「豊かさ共創フォーラム」の  

 今後の戦略は何か  

 

山梨県が「豊かな県」になるためには 

改めて述べるまでもなく 

次の 五つの目標 を達成することが必要である 

 

第一 山梨県の県民全体の能力開発を進める 

第二 県外から能力の高い現役人材の移住を促す 

第三 県内の産業を活性化させ、新たな産業を生み出す 

第四 県外からの企業の移転と開発投資を促す 

第五 山梨県の県全体のブランドイメージを高める 

 

 豊かさ共創フォーラム は 

この「五つの目標」を実現していく 

プラットフォームになっていくことが 

望まれる 

 

今回は、この「第一の目標」に絞って 

提言を行った 

また、次の機会に、他の四つの目標についても 

提言を行いたい 

 

了 
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 講師略歴  
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2010 年、4 人のノーベル平和賞受賞者が名誉会員を務める 

世界賢人会議 Club of Budapest の日本代表に就任。 

2011年、東日本大震災と福島原発事故の発生に伴い、内閣官房参与に就任。 

原発事故対策、原子力行政改革、エネルギー政策転換に取り組む。 

2013年、全国から7300名を超える経営者やリーダーが集まり 

「思想」「ビジョン」「志」「戦略」「戦術」「技術」「人間力」という 

「７つの知性」を垂直統合した 
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「田坂塾」を開塾。 
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『人生で起こること、すべて良きこと』『すべては導かれている』など、国内外で 90冊余。 

現在、海外でも旺盛な出版と講演の活動を行っている。        
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山
梨

を
訪
れ
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
自
宅
を

河
口
湖
周
辺
に
移
し
、
富
士
山
麓
の
原
生

林
の
中
で
生
活
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
危

機
以
前
か
ら
テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
お

り
、
ア
メ
リ
カ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
大
学
の
教

授
も
務
め
て
い
る
の
で
、
講
義
は
自
宅
か

ら
世
界
中
の
学
生
に
向
け
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
内
外
の
テ
レ
ビ
に
も
オ
ン
ラ
イ

ン
で
出
演
す
る
な
ど
、
こ
の
豊
か
な
自
然

の
中
に
い
な
が
ら
、
世
界
と
つ
な
が
っ
て

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
講
演
や
大
学
院
の

講
義
で
東
京
に
出
向
く
際
も
、
車
で
80
分

程
度
な
の
で
全
く
不
便
は
感
じ
て
い
ま
せ

ん
。
こ
う
し
た
自
然
の
中
で
生
活
し
、
仕

事
を
す
る
こ
と
は
、
健
康
や
精
神
面
に
お

い
て
は
も
ち
ろ
ん
、
仕
事
の
能
率
や
創
造

性
と
い
う
面
か
ら
も
、
と
て
も
良
い
も
の

で
す
。
ま
た
、
山
梨
に
は
温
か
い
人
柄
の

方
が
多
く
、
こ
れ
も
私
に
と
っ
て
、
山
梨

の
魅
力
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
の
勢
い
は
未
だ
衰
え
ま
せ
ん
が
、

仮
に
近
い
将
来
、
コ
ロ
ナ
が
終
息
を
迎
え

た
と
し
て
も
、
こ
れ
か
ら
も
新
た
な
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
が
何
度
も
や
っ
て
く
る
と
い
う

こ
と
を
覚
悟
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
従
っ

て
、
コ
ロ
ナ
が
終
息
す
れ
ば
、
コ
ロ
ナ
危

機
以
前
の
生
活
や
仕
事
の
ス
タ
イ
ル
に
戻

れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
コ
ロ
ナ
危
機
後
は
、
政
治
や
行
政
、
経

済
や
経
営
、
福
祉
や
医
療
、
文
化
や
教
育

な
ど
、
す
べ
て
の
分
野
に
お
い
て
「
ニ
ュ
ー

ノ
ー
マ
ル
」（
新
常
態
）
へ
の
転
換
を
進
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
こ
の

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
と
は
、
政
府
が
提
唱
す

る
「
新
し
い
生
活
様
式
」
な
ど
の
感
染
抑

制
マ
ナ
ー
の
次
元
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
は
、
ど
の
よ
う
な
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
が
襲
来
し
て
も
持
続
可
能
な
新
た
な
社

会
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
を
私

は
「
デ
ュ
ア
ル
モ
ー
ド
社
会
」
と
呼
ん
で

い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
自
動
車
に
ス
ポ
ー

ツ
モ
ー
ド
と
エ
コ
モ
ー
ド
が
あ
る
よ
う
に
、

社
会
も
、
経
済
効
率
を
重
視
す
る
「
経
済

モ
ー
ド
」
と
健
康
と
安
全
を
最
優
先
す
る

「
安
全
モ
ー
ド
」
の
2
つ
の
モ
ー
ド
を
持
ち
、

平
常
時
は
経
済
モ
ー
ド
で
運
営
し
な
が
ら
、

緊
急
時
に
は
速
や
か
に
混
乱
な
く
安
全

モ
ー
ド
に
切
り
替
え
て
い
け
る
社
会
シ
ス

テ
ム
を
構
築
す
る
と
い
う
考
え
で
す
。

　
例
え
ば
、
今
回
、
多
く
の
飲
食
店
が
窮

余
の
策
と
し
て
行
っ
た
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
や

山
梨
を「
自
然
首
都
圏
」に

丨
危
機
の
時
こ
そ

　
　
　
　
変
革
の
絶
好
機
丨

デ
リ
バ
リ
ー
を
、平
常
時
の
「
経
済
モ
ー
ド
」

か
ら
事
業
形
態
に
組
み
込
み
、
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
が
襲
来
し
た
と
き
に
は
、
こ
れ
ら
を
「
安

全
モ
ー
ド
」
の
事
業
形
態
と
し
て
営
業
を

続
け
て
い
く
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
現
在
、
山
梨
県
が
進
め
て
い
る
、
感
染

症
に
対
し
て
強
靱
な
社
会
や
経
済
を
目
指

す
「
や
ま
な
し
グ
リ
ー
ン
・
ゾ
ー
ン
構
想
」

も
、
こ
の
「
デ
ュ
ア
ル
モ
ー
ド
社
会
」
の

考
え
と
軌
を
一
に
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
コ
ロ
ナ
危
機
の
深
刻
な
経
験
か

ら
、
世
界
中
で
大
都
市
へ
の
一
極
集
中
が

問
題
と
な
り
、
日
本
で
も
首
都
機
能
の
分

散
が
現
実
的
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
従
っ
て
、
こ
れ
か
ら
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
や
大
震
災
に
備
え
、
首
都
圏
の
企
業
・

官
公
庁
の
機
能
や
個
人
の
生
活
・
仕
事
の

拠
点
が
豊
か
な
自
然
を
持
つ
地
方
に
移
っ

て
い
く
動
き
が
加
速
し
て
い
く
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
コ
ロ
ナ
危
機
で
人
々
の
接
触
や
移

動
が
制
限
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
テ
レ
ワ
ー

ク
や
テ
レ
ビ
会
議
、
在
宅
勤
務
な
ど
の
新

し
い
働
き
方
が
急
速
に
広
が
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
満
員
電
車
で
東
京
の
オ
フ
ィ

ス
に
毎
日
出
勤
し
な
く
と
も
、
自
然
豊
か

な
地
域
で
快
適
な
生
活
を
し
な
が
ら
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
仕
事
を
し
、
必
要
な
と
き
に

東
京
へ
行
く
と
い
う
ス
タ
イ
ル
が
可
能
で

あ
る
こ
と
が
広
く
理
解
さ
れ
た
の
で
す
。

　
私
は
、
東
京
に
近
く
豊
か
な
自
然
に
恵

ま
れ
た
山
梨
は
、
首
都
機
能
と
自
然
環
境

が
融
合
し
た
「
自
然
首
都
圏
」
に
な
る
こ

と
が
で
き
、
今
後
、
東
京
か
ら
多
く
の
人

が
生
活
と
仕
事
の
拠
点
を
移
し
て
く
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
山
梨

が
全
国
に
先
駆
け
て
グ
リ
ー
ン
・
ゾ
ー
ン

認
証
や
山
梨
版
C
D
C
（
疫
病
対
策
管
理

セ
ン
タ
ー
）
で
「
超
感
染
症
社
会
」
を
実

現
し
、
同
時
に
、
教
育
、
医
療
、
介
護
な

ど
の
環
境
も
「
デ
ュ
ア
ル
モ
ー
ド
社
会
」

に
適
合
し
た
先
進
的
な
も
の
に
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
、
残
念
な
が
ら
、
山
梨
は
こ
れ
ほ

ど
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
な
が
ら
も
、
そ

の
自
然
を
維
持
し
、
景
観
を
大
切
に
し
て

い
こ
う
と
い
う
意
識
が
薄
い
と
感
じ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。「
観
光
立
県
」
と
い
う
言

葉
の
一
方
で
、
道
路
脇
の
ゴ
ミ
や
森
林
の

過
剰
な
伐
採
な
ど
が
目
に
つ
き
ま
す
。「
自

然
首
都
圏
構
想
研
究
会
」
で
は
、
そ
の
こ

と
も
提
言
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　
危
機
の
時
こ
そ
、
変
革
の
絶
好
機
で
す
。

コ
ロ
ナ
危
機
は
、
地
方
分
権
の
必
要
性
を

強
く
教
え
て
い
ま
す
。
い
ま
こ
そ
、
山
梨

が
全
国
に
先
駆
け
、
新
た
な
地
方
創
生
の

モ
デ
ル
を
示
し
て
い
く
と
き
で
し
ょ
う
。
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コロナ危機後のニューノーマル  「デュアルモード社会」

感染抑制と経済活動を長期的に両立

－状況に応じて切り替え可能な2つのモードを備えた社会システム－

豊
か
な
自
然
環
境
の
中
か
ら

世
界
と
つ
な
が
る

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
も
耐
え
ら
れ
る

「
デ
ュ
ア
ル
モ
ー
ド
社
会
」へ
の
転
換
を

首
都
機
能
と
自
然
環
境
が
融
合
し
た

「
自
然
首
都
圏
」を
創
る
最
適
の
地
域

※

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
：
感
染
症
や
伝
染
病
が
世
界
的
に
大
流
行
す
る
状
態
の
こ
と

店舗での飲食

通院・診察

通学・講義

出社・勤務

経済効率重視

経済モード（平常時）

デリバリー・テイクアウト

オンライン診療

オンライン授業

テレワーク・テレビ会議

健康・安全重視

安全モード（緊急時）

緊急時には速やかに移行

平常時から組み込み運営

き
ょ
う
じ
ん
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